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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公表番号】特表2020-533374(P2020-533374A)
【公表日】令和2年11月19日(2020.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2020-047
【出願番号】特願2020-515090(P2020-515090)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ   7/54     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ    7/54     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/06     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    9/99     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月14日(2021.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
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【化１】

［式中：
　Ｘ１は、－Ｏ－又は－ＮＲ１ａ－であり；
　Ｘ２は、－Ｏ－又は－ＮＲ２ａ－であり；
　Ｘ３は、－Ｏ－又は－ＮＲ３ａ－であり；
　Ｘ４は、－Ｏ－又は－ＮＲ４ａ－であり；
　Ｘ５は、－Ｏ－又は－ＮＲ５ａ－であり；
　Ｘ６は、－Ｏ－又は－ＮＲ６ａ－であり；
　但し、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、又はＸ６の少なくとも１つは、－Ｏ－であり；
　Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、及びＲ６ａは、それぞれ独立して、水素又
は置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ１とＲ２は、それぞれ独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換
されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換され
てもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置
換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロ
シクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）
アリール、置換されてもよいヘテロアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）
ヘテロアリール、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｂＲｃ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、
－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ、又は－（Ｃ＝ＮＲｂ）ＮＲｂＲｃである
；
　又はＲ１とＲ２は、それらが付く窒素原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成し；
　Ｒ３とＲ４は、それぞれ独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換
されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換され
てもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよいア
リール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲ３とＲ４は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよいＣ

２－Ｃ６アルケニル、又は置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニルであり；
　Ｒ６とＲ７は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６
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アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ８とＲ９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６

アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１０とＲ１１は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ２

０アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ２０アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ２０

アルキニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル
）シクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（
Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよ
い（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１２とＲ１３は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１０とＲ１２は、一緒になって、置換されてもよいシクロアルキル又は置換され
てもよいシクロアルケニルを形成し；
　Ｒ１４とＲ１５は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１４とＲ４ａは、それらが付く原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成し；
　Ｒ１６とＲ１７は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１８とＲ１９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１８とＲ１９は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　それぞれのＲａは、独立して、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよ
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いＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシ
クロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、又
は置換されてもよいヘテロアリールであり；
　それぞれのＲｂとＲｃは、独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置
換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換さ
れてもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい
アリール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲｂとＲｃは、それらが付く窒素原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成する］の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立
体異性体。
【請求項２】
　Ｒ１８とＲ１９が、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成する、請求項
１の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１８とＲ１９が水素である、請求項１の化合物。
【請求項４】
　式（Ｉａ）：
【化２】

の構造を有する、請求項１から３のいずれか一項の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１３、Ｒ１5、およびＲ17が水素である、請求項
１～請求項４のいずれか１項の化合物。
【請求項６】
　式（Ｉｂ）：
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【化３】

の構造を有する、請求項１～請求項５のいずれか１項の化合物。
【請求項７】
　Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ５ａおよびＲ６ａが水素である、請求項１～請求項６のいずれか１
項の化合物。
【請求項８】
　式（Ｉｃ）：

【化４】

の構造を有する、請求項１～請求項７のいずれか１項の化合物。
【請求項９】
　Ｒ３とＲ４が水素であり、Ｒ４ａが水素又はＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項１～請
求項８のいずれか１項の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ６が、１、２、又は３個のハロゲン、－ＯＲｂ、－ＮＲｂＲｃ、－ＮＣ（＝ＮＲｂ）
ＮＲｂＲｃ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＮＲｂＳ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｂＲ
ｃ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ
ｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）［（Ｒｄ）２］１－４ＮＲｂＲｃ、－
ＯＣ［（Ｒｄ）２］２－４ＯＲｂ、－ＯＣ［（Ｒｄ）２］２－４ＮＲｂＲｃ、－ＯＣ［（
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Ｒｄ）２］２－４ＯＣ［（Ｒｄ）２］２－４ＮＲｂＲｃ、－ＯＣ［（Ｒｄ）２］２－４Ｎ
Ｃ（＝ＮＲｂ）ＮＲｂＲｃ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ

、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｏ－（置換されてもよいヘテ
ロシクロアルキル）、－Ｏ－（置換されてもよいアリール）、－Ｏ－（置換されてもよい
ヘテロアリール）、又はヘテロアリールで置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキルであり；
そして
　それぞれのＲｄは、独立して、水素、ハロゲン、－ＯＨ、－ＯＣＨ３、又はＣ１－Ｃ６

アルキルである、請求項１～請求項９のいずれか１項の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ６が、１、２、又は３個の－ＯＲｂで置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキルである、
請求項１～請求項１０のいずれか１項の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ６が：
【化５－１】
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【化５－２】

　より選択される、請求項１～請求項１１のいずれか１項の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ８が水素又はＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項１～請求項１２のいずれか１項の化
合物。
【請求項１４】
　Ｒ１０が、１、２、又は３個のハロゲン、－ＯＨ、又は－ＯＣＨ３で置換されてもよい
Ｃ８－Ｃ１２アルキルである、請求項１～請求項１３のいずれか１項の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ１２が、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ア
リール、又は（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキルであり；ここで該アリールは、１、
２、又は３個のハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、－ＯＨ、－Ｏ
ＣＨ３、又はアリールで置換されてもよい、請求項１～請求項１４のいずれか１項の化合
物。
【請求項１６】
　Ｒ１４が、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、又は（Ｃ１－Ｃ６アルキル
）シクロアルキルである、請求項１～請求項１５のいずれか１項の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ１４が：
【化６】

より選択される、請求項１～請求項１６のいずれか１項の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ１４とＲ４ａが、それらが付く原子と一緒になって、置換されてもよい５若しくは６
員ヘテロシクロアルキルを形成する、請求項１～請求項１７のいずれか１項の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ１６が、Ｃ１－Ｃ６アルキル、（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、シクロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又はアリールであり、それぞれは、１、２、又
は３個のハロゲン、－ＯＲｂ、－ＮＲｂＲｃ、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－ＮＲｂＳ（＝Ｏ）
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２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｂＲｃ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＲａ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲｂＲ
ｃ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）Ｒａ、－ＮＲｂＣ（＝Ｏ）ＯＲ
ｂ、又はアリールで置換されてもよい、請求項１～請求項１８のいずれか１項の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ１６が：
【化７】

より選択される、請求項１～請求項１９のいずれか１項の化合物。
【請求項２１】
　Ｒａが独立してＣ１－Ｃ６アルキルであり、そしてそれぞれのＲｂとＲｃが独立して水
素又はＣ１－Ｃ６アルキルである、請求項１～請求項２０のいずれか１項の化合物。
【請求項２２】
　式（ＩＩＩ）：

【化８】

［式中：
　Ｘ１は、－Ｏ－又は－ＮＲ１ａ－であり；
　Ｘ２は、－Ｏ－又は－ＮＲ２ａ－であり；
　Ｘ３は、－Ｏ－又は－ＮＲ３ａ－であり；
　Ｘ４は、－Ｏ－又は－ＮＲ４ａ－であり；
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　Ｘ５は、－Ｏ－又は－ＮＲ５ａ－であり；
　Ｘ６は、－Ｏ－又は－ＮＲ６ａ－であり；
　但し、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５、又はＸ６の少なくとも１つは、－Ｏ－であり；
　Ｙは、結合であるか又は置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキレンであり；
　Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、及びＲ６ａは、それぞれ独立して、水素又
は置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ１とＲ２は、それぞれ独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換
されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換され
てもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置
換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１

－Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリール、
－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒａ、－Ｓ（＝Ｏ）２ＮＲｂＲｃ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ
ｂ、又は－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲｂＲｃである；
　又はＲ１とＲ２は、それらが付く窒素原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成し；
　Ｒ３とＲ４は、それぞれ独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換
されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換され
てもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよいア
リール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲ３とＲ４は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよいＣ

２－Ｃ６アルケニル、又は置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニルであり；
　Ｒ６とＲ７は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されても
よいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又は置
換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ８とＲ９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されても
よい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘ
テロアリールであり；
　Ｒ１０とＲ１１は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ２

０アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ２０アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ２０

アルキニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル
）シクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置
換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１２とＲ１３は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換され
てもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル
）ヘテロアリールである；
　又はＲ１０とＲ１２は、一緒になって、置換されてもよいシクロアルキル又は置換され
てもよいシクロアルケニルを形成し；
　Ｒ１４とＲ１５は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
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ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換され
てもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル
）ヘテロアリールである；
　又はＲ１４とＲ４ａは、それらが付く原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成し；
　Ｒ１７は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよい
Ｃ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシク
ロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置換されてもよ
い（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル）アリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１８とＲ１９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１８とＲ１９は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　Ｒ２０は、ヒドロキシル又は－ＮＲ１Ｒ２であり；
　Ｒ２１は、置換されてもよいシクロアルキルであり；
　それぞれのＲａは、独立して、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよ
いＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシ
クロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、又
は置換されてもよいヘテロアリールであり；
　それぞれのＲｂとＲｃは、独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置
換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換さ
れてもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい
アリール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲｂとＲｃは、それらが付く窒素原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成する］の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立
体異性体。
【請求項２３】
　式（Ｖ）：
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【化９】

［式中：
　Ｘ１は、－Ｏ－又は－ＮＲ１ａ－であり；
　Ｘ２は、－Ｏ－又は－ＮＲ２ａ－であり；
　Ｘ３は、－Ｏ－又は－ＮＲ３ａ－であり；
　Ｘ４は、－Ｏ－又は－ＮＲ４ａ－であり；
　Ｘ５は、－Ｏ－又は－ＮＲ５ａ－であり；
　Ｘ６は、－Ｏ－又は－ＮＲ６ａ－であり；
　Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ３ａ、Ｒ４ａ、Ｒ５ａ、及びＲ６ａは、それぞれ独立して、水素又
は置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ３とＲ４は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換され
てもよいアリール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲ３とＲ４は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　Ｒ５は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよいＣ

２－Ｃ６アルケニル、又は置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニルであり；
　Ｒ６とＲ７は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６

アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ８とＲ９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アル
キル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル
、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロア
ルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６

アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１０は、置換されてもよいＣ２－Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよい
Ｃ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシク
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ロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置換されてもよ
いヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキ
ル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、置
換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロア
リールであり；
　Ｚは、－ＣＲ２３Ｒ２４、－Ｏ－、又は－ＮＲ２５－であり；
　Ｒ２２は、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケ
ニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換
されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロア
ルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されても
よいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘ
テロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ２３、Ｒ２４、及びＲ２５は、それぞれ独立して、水素又は置換されてもよいＣ１－
Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ１３は、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよい
Ｃ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシク
ロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロアルキル、置換されてもよ
いヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロシクロアルキ
ル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）アリール、置
換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）ヘテロア
リールであり；
　Ｒ１４とＲ１５は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１４とＲ４ａは、それらが付く原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成し；
　Ｒ１６とＲ１７は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６

アルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキ
ニル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シク
ロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ

１－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールであり；
　Ｒ１８と１９は、それぞれ独立して、水素、ハロゲン、置換されてもよいＣ１－Ｃ６ア
ルキル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニ
ル、置換されてもよいシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アルキル）シクロ
アルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ６アル
キル）ヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、置換されてもよい（Ｃ１－Ｃ

６アルキル）アリール、置換されてもよいヘテロアリール、又は置換されてもよい（Ｃ１

－Ｃ６アルキル）ヘテロアリールである；
　又はＲ１８とＲ１９は、それらが付く炭素原子と一緒になって、オキソを形成し；
　それぞれのＲａは、独立して、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置換されてもよ
いＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換されてもよいシ
クロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよいアリール、又
は置換されてもよいヘテロアリールであり；
　それぞれのＲｂとＲｃは、独立して、水素、置換されてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、置
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換されてもよいＣ２－Ｃ６アルケニル、置換されてもよいＣ２－Ｃ６アルキニル、置換さ
れてもよいシクロアルキル、置換されてもよいヘテロシクロアルキル、置換されてもよい
アリール、又は置換されてもよいヘテロアリールである；
　又はＲｂとＲｃは、それらが付く窒素原子と一緒になって、置換されてもよいヘテロシ
クロアルキルを形成する］の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立
体異性体。
【請求項２４】
【化１０－１】
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【化１０－２】
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【化１０－３】
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【化１０－４】
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【化１０－５】
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【化１０－６】
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【化１０－７】
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【化１０－８】



(21) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１０－９】
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【化１０－１０】
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【化１０－１１】

より選択される化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体。
【請求項２５】
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【化１１－１】
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【化１１－２】

【化１１－３】
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より選択される化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体であ
る、請求項２４の化合物。
【請求項２６】
【化１２－１】
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【化１２－２】
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【化１２－３】

より選択される化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体であ
る、請求項２４の化合物。
【請求項２７】
　請求項１の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体と医薬
的に許容される賦形剤を含んでなる医薬組成物。
【請求項２８】
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【化１３－１】
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【化１３－２】
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【化１３－３】
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【化１３－４】



(33) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－５】
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【化１３－６】



(35) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－７】



(36) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－８】



(37) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－９】



(38) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１０】



(39) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１１】



(40) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１２】



(41) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１３】



(42) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１４】



(43) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１５】



(44) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１６】



(45) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１７】



(46) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１８】



(47) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－１９】



(48) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２０】



(49) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２１】



(50) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２２】



(51) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２３】



(52) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２４】



(53) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２５】



(54) JP 2020-533374 A5 2021.10.28

【化１３－２６】

より選択される化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体であ
る、請求項１の化合物。
【請求項２９】
　患者における細菌感染症の治療用医薬品の製造への、請求項１～請求項２８のいずれか
１項の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体の使用。
【請求項３０】
　人を除く哺乳動物における細菌感染症の治療の方法であって、請求項１～請求項２８の
いずれか１項の化合物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体の有
効量を該哺乳動物にとって有益な効果をもたらすのに十分な頻度と期間で該哺乳動物へ投
与することを含んでなる、前記方法。
【請求項３１】
　細菌感染症の治療用医薬組成物であって、請求項１～請求項２８のいずれか１項の化合
物、又はその医薬的に許容される塩、溶媒和物、又は立体異性体を含む、前記組成物。
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